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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

初詣は日出神社へ
■越年祭　           
12 月 31 日、午後３時から日出神社拝殿にて
■元旦祭　           
１月１日、午前 10 時から日出神社拝殿にて
■古神札等納め　
12 月 31 日から１月３日まで（拝殿前に納箱設
置あり）
■どんと祭　       
１月 11 日、午後２時から（天候により変更する
場合あり）
   越年祭とは、今年知らず知らずのうちに身につ
いた「罪」や「穢れ（けがれ）」を祓い清める神
事です。元旦祭とは、新しい年が始まったことを
祝い、一年間の平安と繁栄を祈願する神事です。
初詣はぜひ日出神社（遠野市上郷町細越３１地割
１１）へ。

上郷地推協理事会を行いました

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
品
配
置
式 　

12
月
7
日
（
日
）、
上
郷
地
区
セ

ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
、
ユ
ニ

カ
ー
ル
、
ヒ
ッ
ト
・
ザ
・
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
シ
ャ
ッ

フ
ル
ボ
ー
ド
の
4
種
類
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
（
主
催
：
上
郷
町
体
育
協
会
）。 

　

当
日
は
、
遠
野
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
皆
さ
ん
が
講
師

を
務
め
、
各
競
技
の
説
明
に
加

え
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
や
魅
力
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　

い
ず
れ
も
ル
ー
ル
が
分
か
り
や
す

く
、
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
楽
し
め

る
競
技
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者

は
チ
ー
ム
を
組
ん
で
対
戦
し
た
り
、

自
分
の
記
録
に
挑
戦
し
た
り
す
る
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
（
木
）、
上
郷
地
区

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
品
の
配
置
式
が
行
わ

れ
、
遠
野
市
消
防
本
部
の
菊
池
和

弘
所
長
か
ら
、
各
地
区
の
代
表

者
へ
交
付
証
と
防
災
備
品
（
テ

ン
ト
、
ガ
ス
発
電
機
、
コ
ー
ド

リ
ー
ル
）
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　

配
置
式
終
了
後
に
は
、
防
災
備
品

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
説
明
や
防

災
に
関
す
る
情
報
共
有
が
行
わ
れ
、

災
害
発
生
時
の
各
地
区
の
対
応
に
つ

い
て
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
（
火
）、
上
郷
町

地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
第

２
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
学
校
規
模
適
正
化
・
適
正

配
置
計
画
に
係
る
中
学
校
区
部

会
委
員
と
し
て
、
菊
池
正
明
氏

を
推
薦
し
た
こ
と
、
ま
た
「
み

ん
な
で
築
く
ふ
る
さ
と
遠
野
推

進
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
事
業

完
了
９
件
、
継
続
７
件
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

協
議
で
は
、
宝
く
じ
助
成
事
業

と
し
て
電
子
黒
板
や
自
治
会
長

用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
を
整
備

し
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
ICT
環
境

を
強
化
す
る
申
請
内
容
に
つ
い

て
協
議
し
、
助
成
対
象
外
と
な

る
配
線
工
事
等
は
推
進
協
の
負

担
と
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
8
年
度

「
み
ん
な
で
築
く
ふ
る
さ
と
遠

野
推
進
事
業
計
画
」
と
し
て
、

暮
坪
公
民
館
屋
根
修
復
工
事
を

含
む
13
件
の
事
業
計
画
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
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上
郷
小
学
校
で
は
毎
週
火
曜
日
、

14
時
～
16
時
の
間
で
児
童
の
ド
リ
ル

学
習
の
丸
つ
け
な
ど
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
都
合
の
悪
い
時
は
お
休
み
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
児
童
の
学

習
支
援
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

   

な
お
、
遠
野
市
教
育
委
員
会
の
事

業
で
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

   

ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

上
郷
小
学
校
（65-2031

）
ま
で
ご

連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

施
設
利
用
に
つ
い
て

　

今
年
も
早
い
も
の
で
、
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
上
郷
地
区
セ
ン

タ
ー
は
、
12
月
27
日
（
土
）
か
ら
来

年
1
月
4
日
（
日
）
ま
で
閉
館
と
な

り
、
こ
の
期
間
は
施
設
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
（
防
犯
上
、
閉
館
期
間
中
も
職
員

が
施
設
内
外
を
巡
回
い
た
し
ま
す
。）

　

上
郷
町
民
の
皆
様
に
は
、
一
年
を

通
し
て
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年

も
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
至
ら
ぬ
点

も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
引
き
続

き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ごみの収集日（12 月～ 1 月）

12 月

 23 日（火）もえるゴミ
 25 日（木）ビン類・プラ製容器包装

 29 日（月）
もえるゴミ 臨時収集

（8 時 30 分までに各集積所へ）

 1 月

   6 日（火）もえるゴミ
   8 日（木）紙類・プラ製容器包装
 13 日（火）もえるゴミ
 15 日（木）缶類・ペットボトル
 20 日（火）もえるゴミ
 22 日（木）ビン類・プラ製容器包装
 27 日（火）もえるゴミ

有害ごみ ( 蛍光灯、乾電池 ) は地区センターへ。

白 熱 電 球、LED は 燃 え な い ゴ ミ で す。

一升瓶のうち、茶・緑以外のビンはビン類と

して出すことができます。

除
雪
へ
の
ご
理
解
を

   

道
路
の
除
雪
作
業
に
あ
た
り
、
除

雪
後
の
雪
が
車
両
や
歩
行
者
の
通
行

の
妨
げ
と
な
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

遠
野
市
へ
事
前
に
報
告
を
し
て
お
り

ま
す
。

   

し
か
し
、
実
際
の
除
雪
作
業
後
に

置
き
雪
が
発
生
し
、
通
行
す
る
際
に

支
障
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
各
地
区
の
自
治
会
長
へ
の
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
自
治
会
長

か
ら
遠
野
市
へ
位
置
情
報
や
雪
の
状

況
を
報
告
し
、
置
き
雪
を
影
響
の
少

な
い
場
所
へ
寄
せ
る
な
ど
、
で
き
る

限
り
の
軽
減
措
置
の
依
頼
を
い
た
し

ま
す
。

   

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■上郷町予定（12 月～ 1 月）

12 月

   22 日（月）官公署連絡会議

   27 日（土）
上郷地区センター閉館

（12/27 ～ 1/4 まで）
   31 日（水）日出神社  越年祭

 1 月

     1 日（木）日出神社  元旦祭

     8 日（木）
上郷しらかば会          
文書配布

     9 日（金）
上郷保育園・上郷児童館  
小正月行事

   11 日（日）
消防出初式
遠野市はたちのつどい

（成人式）
   22 日（木）文書配布
   26 日（月）官公署連絡会議

サルによる被害に注意をしましょう

　12 月初め、足ヶ瀬地区において複数のサルが目撃されました。最近はクマによる被害のニュースが増えてい
ますが、サルによる被害についても注意が必要です。被害を未然に防ぐため、次の点にご注意ください。
・サルに近づいてエサをあげたりしない→エサをもらえると思って頻繁に出没する可能性がある。
・追い払おうとしてむやみにサルを攻撃したりしない→逆にサルを刺激してしまう恐れがある。
・サルと目を合わせない→目を合わせるという行為は動物からすると威嚇にとらえられる可能性がある。
・自宅近くに出没した時は、窓や出入り口の鍵を閉める→サルは引き戸などを簡単に開けてしまう。
・エサとなるもの（果実、残飯、ペットフード等）を屋外に放置しない→サルが寄ってくる可能性がある。

サルによる被害に注意をしましょう

　12 月初め、足ヶ瀬地区において複数のサルが目撃されました。最近はクマによる被害のニュースが増えてい


